
能登半島地震を 踏まえ 、

市民の皆さ まのい のちと

く らし を 守る 防災・ 減災

を 強化

市民生活と 観光と の調和

に向けて混雑対策などを

強化

松井市長が掲げる

 「 突き抜ける世界都市　 京都」 への出発点
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松井市長が推進する新しい市政の方向性４面

2024年度予防接種のお知らせ5面

京都で先生になろう ！6面

今見直したい木造住宅・ 京町家の地震対策8・ 9面
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全会計 １ 兆8247億円

一般会計 9514億円

特別会計

（ 国民健康保険や

介護保険他）

6211億円

公営企業会計

（ 市バス・ 地下鉄・

上下水道）

2522億円

一般会計のポイント

● 2023年度に引き続き収支均衡予算

● 過去２ 番目の予算規模

● 赤字補填のために取り 崩していた公債償

還基金（ 将来の借金返済のために積み立

てたお金） の返済に10億円を計上

2024年度予算

予算概要

第１次編成の主な事業

予算内訳

第１次編成のあらまし
問合せ  財政室  ℡  222-3288   ℻  222-3283

 なぜ第
・

１
・

次
・

編成なの？

市長就任直後から 円滑な市政運営を 行

う ため、 ２ 回に分けて予算を 編成。 義務

的・ 継続的な事業や早急に対応が必要な

事業を「 第１ 次」、市長公約の実現に向けて

2024年度中に着手すべき 事業を 「 第２ 次」

とし ます。

松井市長の就任後

初めてと なる予算。

こ こ で は、 予算の

ポイント などをお伝

えし ます。

「 建物の倒壊等による救助や物資輸送の困難性、 地域における防災などの

重要性などを強く 感じ た」 と いう 能登半島地震の被災地への派遣職員から

の報告を受け、こ れらの課題にすぐに対応し まし た。

木造住宅や京町家の耐震・ 防火改修については、 ８ ・ ９ 面で

詳しく 紹介しています。ぜひご覧く ださ い。

※市会で審議中　

※金額は概数

第１次編成で計上した事業

【  義務的・ 継続的な事業 】

● 法令に基づく 福祉施策

● ごみ収集業務

● 公共施設等の維持管理　 　 他

【  早急に対応が必要な事業 】

市長が公約で掲げた施策のう ち、

年度当初から 実行が必要な防災・

減災や観光課題などの取り 組み

一般会計

9514億円
一般会計

9514億円

市税市税

3178億円3178億円
社会福祉

3510億円

その他収入その他収入

2091億円2091億円
産業経済産業経済

1550億円1550億円

教育文化教育文化

1307億円1307億円

国・ 府から国・ 府から

割り 当て割り 当て

ら れる収入ら れる収入

3565億円3565億円
都市建設都市建設

699億円699億円使用料

手数料

222億円

保健衛生保健衛生

527億円527億円

消防消防

223億円223億円

市債市債

457億円457億円
借金返済借金返済

902億円902億円

その他その他

796億円796億円

歳入 歳出

いのちとくらしを守る防災・ 減災対策 市民生活と観光の調和に向けた  

観光課題対策

子育て・ 教育環境・ 医療費制度

などの充実

※１ 億円未満を四捨五入しているため、合計と 一致し ない

● 建物をはじめとした耐震・  

　  防火対策の強化

● 児童生徒の学び向上、教育環境の充実
● 地域の消防・ 救急機能の対応力強化

（ ４ 億1800万円）

（ ５ 億8600万円）

8億9800万円

10億8400万円

（ 13億9000万円）

木造住宅や京町家

の耐震・ 防火改修

への支援を強化

● 分譲マン ショ ン の

耐震化を促進

● 地域防災拠点の充実

（ 5700万円）

● 子ども などに配慮

し た、 液体ミ ルク

な ど の 災 害 用 備

蓄物資の拡充

●出産直後のサポート 体制の強化

（ ２ 億1000万円）

● 産後ケアを 利用できる環境の整備や１ カ

月児の健康診査費用を新たに助成

京都型共生社会モデルの推進 1800万円

● CO 2排出量正味ゼロに向けた

電気自動車などの普及促進

● きょ う と 生物多様性センタ ー

を中心とし た保全活動の支援

などを拡充

● 市独自の教員配置拡大等による教員の担い

手不足対策を強化

● 児童生徒の不登校対策の強化や、 全員制中

学校給食の早期実施に向けた取り 組み推進

● 市バスの利便性向

上や混雑緩和に向

けた増車

● 事業者と 連携し 、

観光客に対するマ

ナー啓発を強化

● JR京都駅新駅舎と

自由通路の整備

● 誰もが当たり前に生活できる 環境の整備

（ ２ 億8800万円）

● 重度の精神障害

者の方の 医療 費

負担軽減や、 若年

がん 患 者 の在 宅

介護サービス利用

料などを助成

市民利用と 観光利用の

すみ分けに向けた「 観

光特急バス」 の新設

● 消防指令センタ ーの共同運用整備

● 日勤機動救急隊を増隊

● 119映像通報システムの導入

● 北部山間地域の消防即時対応力の

強化

● 防災インフラの強化

（ 445億円）

463億6500万円

道路橋り ょ う の整備

や河川浸水対策

上下水道施設の機能

維持・ 向上対策

社会参加の支援・ 地域での活躍の場を

創出 5200万円

● 困難な問題を抱える女性の

ための相談支援窓口設置

● つどいの広場の充実による

地域で の多様な 世代の交

流の場を拡充

創業支援・ 企業立地促進の強化 3900万円

● スタ ート アッ プ 企業などの

創出・ 成長の促進

● らく なん進都の企業立地を

一層促進するため、 本社・

工場等の新設・ 増設を 支

援する制度の充実

第１ 次編成の詳細は、 HPをご

覧く ださ い。

また、 松井市長の考える市政

運営については、

４ 面で詳しく 紹介し ます！

紙面下部では、 こ の予算で取り 組む

主な事業を紹介し ます。

使用料使用料

手数料手数料

222億円222億円

ポイント

● 市税収入は固定資産税や宿

泊税の増加などの影響から 、

3178億円（ 前年度比50億円

増） の見込みで、 ３ 年連続で

過去最高を更新

その結果、 使途が特定さ れず、

どのよう な経費にも 使用でき

る一般財源収入は、 4608億円

に（ 前年度比77億円増）。

社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉

3510億円3510億円3510億円3510億円3510億円

ポイント

● 能登半島地震を受け、 いのちとく らし を守る防災・

減災対策を強化

● 市民生活と 観光の調和に向け、 観光客数の回復に

伴い必要と なる混雑対策や受け入れ環境の整備な

どを強化

● 社会福祉関連経費による福祉施策の充実

次に紹介する歳入・ 歳出は

どちらも 一般会計の話です。

● 子育て・ 教育環境の充実、 人

口減少対策や力強い文化・ 産

業政策の推進など の公約は、

実現に向けて、 具体的な実施

手法や時期を検討し 、 引き続き

予算化

● 2024年度中に着手すべき事業

は第２ 次編成として５ 月市会に

提案

今後の取り 組み

前年度

予算から

8% 増額

補助額は

全国最高

水準

2024年6月実施の市バス

新ダイヤから 運行

このマークが付く 事業は特に注目！

TEL： ８ ～21時、FAX・ メ ール： 24時間（ 年中無休） ※おかけ間違いにご注意く ださい661-3
み
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京都いつでもコール TEL 661-5
ご よ う はこ こ

855FAX 京都いつでもコ ール●固定資産税・ 都市計画税第１ 期分の納期限は４ 月30 日です。 期限内の納付をお願いします。
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